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先
日
、
労
災
未
加
入
事
業
所
で

複
数
の
会
社
で
働
く
労
働
者
が
業

務
上
ケ
ガ
を
し
て
労
災
を
申
請
。

ま
だ
未
確
定
で
す
が
、
労
基
署
か

ら
「
休
業
補
償
給
付
な
ど
の
40
％

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
」
と
言
わ

れ
た
社
長
さ
ん
か
ら
、
「
他
社
の

賃
金
も
含
み
ま
す
か
」
と
、
相
談

を
受
け
ま
し
た
。

複
数
の
会
社
で
働
く
労
働
者
を

雇
う
時
の
制
度

的
な
注
意
点
を

調
べ
て
み
ま
し

た
。

①
労
働
時
間
…

そ
れ
ぞ
れ
の
会

社
の
労
働
時
間
は
通
算
さ
れ
ま

す
。
Ａ
社
（
本
業
）
6
時
間
、
Ｂ

社
（
副
業
）
6
時
間
の
場
合
、
Ａ

Ｂ
を
通
算
す
る
と
、
Ｂ
社
6
時
間

の
う
ち
4
時
間
は
法
定
労
働
時
間

外
労
働
に
な
る
の
で
、
割
増
賃
金

が
必
要
。
主
に
は
Ｂ
社
の
負
担
で

す
が
、
所
定
労
働
時
間
や
他
社
で

働
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

か
な
ど
状
況
に
よ
っ
て
は
、
Ａ
社

の
負
担
も
あ
る
よ
う
で
す
。

②
労
災
…
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の

労
災
加
入
が
原
則
。
休
業
補
償
な

ど
は
、
発
生
事
業
所
の
み
の
賃
金

が
算
定
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、労
災
で
の
業
務
の
過
重
性（
労

働
時
間
）
に
つ
い
て
も
、
合
算
せ

ず
個
別
に
見
て
判
断
し
ま
す
。

③
雇
用
保
険
…
週
所
定
労
働
時
間

が
20
時
間
以
上
の
人
が
被
保
険
者

と
さ
れ
ま
す
が
、
合
算
は
さ
れ
ず

Ａ
社
15
時
間
、
Ｂ
社
15
時
間
の
場

合
は
被
保
険
者
に
な
り
ま
せ
ん
。

各
会
社
で
20
時
間
以
上
の
場
合

は
、
主
に
収
入
を

得
て
い
る
会
社
の

被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。

④
社
会
保
険
…
加

入
条
件
と
し
て
、

通
常
社
員
の
4
分
の
3
以
上
の
所

定
労
働
時
間
、
所
定
労
働
日
数
な

ど
が
条
件
、
パ
ー
ト
で
も
大
企
業

（
5
0
1
人
以
上
）
の
場
合
、
週

所
定
労
働
時
間
20
時
間
以
上
は
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
が
、
合
算
せ

ず
に
個
別
で
判
断
し
ま
す
。

複
数
の
会
社
で
同
時
に
被
保
険

者
と
な
る
と
き
は
「
二
以
上
事
業

所
勤
務
届
」が
必
要
。保
険
料
は
そ

れ
ぞ
れ
の
賃
金
に
よ
っ
て
按
分
さ

れ
、
保
険
証
は
本
人
が
選
択
し
た

会
社
の
保
険
証
1
枚
だ
け
で
す
。

土
建
国
保
の
場
合
も
同
様
の
手

続
き
が
可
能
で
す
の
で
、
東
京
土

建
各
支
部
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士大

西

敏
雄

【
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
・
村
本

知
隆
記
】
5
月
30
日
、
千
代
田
区

大
手
町
に
あ
る
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東

京
に
て
、
東
京
都
職
業
能
力
開
発

協
会
が
総
会
を
開
催
。
総
会
の
席

上
で
、
認
定
職
業
訓
練
関
係
（
職

員
・
講
師
・
指
導
員
）
15
人
、
技

能
検
定
関
係
（
技
能
検
定
委
員
・

技
能
検
定
功
労
者
・
職
員
）46
人
、

協
会
関
係
（
役
員
）
2
人
の
総
計

63
人
の
授
賞
式
が
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

認
定
職
業
訓
練
関
係
功
労
者
表

彰
制
度
規
程
に
基
づ
き
、
東
京
土

建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
支

部
資
格
講
習
講
師
活

動
を
5
年
以
上
旺
盛

に
務
め
ら
れ
、
支
部

か
ら
推
薦
さ
れ
た
以

下
の
5
人
の
方
々
を

推
薦
し
、
職
業
能
力

開
発
協
会
の
大
村
会

長
よ
り
全
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

【
職
業
能
力
開
発

協
会
会
長
感
謝
状
】

イ
ム
・
チ
ク
ワ
ン
さ

ん
（
足
立
）
、
佐
久

間
輝
雄
さ
ん
（
墨

田
）
、
川
口
敏
彦
さ

ん
（
調
布
）
、
白
倉

和
行
さ
ん
（
多
摩
西

部
）
、
向
井
明
さ
ん

（
八
王
子
）
。

白
倉
さ
ん
は
、
「
大
変
名
誉
な

こ
と
で
驚
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で

支
部
講
習
な
ど
で
講
師
を
や
っ
て

き
た
成
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
、
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
な
る
ご
奮
闘
と
ご

活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
び
、
鉄
骨
工
（
正
規
）

㈲
ひ
ろ
建
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
9
6
―
5
8
1
0

建
築
清
掃
（
正
規
）

㈲
ス
カ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
北
支
部
）

☎
5
9
6
1
―
6
5
7
7

畳
職
人
（
正
規
）

田
村
畳
店
（
北
支
部
）

☎
3
9
6
9
―
0
8
2
8

サ
ッ
シ
工
（
正
規
）

㈱
ウ
ェ
ル
デ
イ
ン
グ
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
3
0
3
―
1
1
0
0

シ
ー
リ
ン
グ
工
（
正
規
）

㈱
黒
沢
工
業
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
0
9
1
―
3
3
9
6

大
工
（
正
規
）

㈱
山
建
（
文
京
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
3
9
7
―
9
5
1
6

エ
ク
ス
テ
リ
ア
（
正
規
）

㈲
佐
藤
左
官
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
7
8
8
3
―
1
7
1
1

配
管
（
正
規
）

雄
栄
設
備
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
9
4
―
8
5
6
1

大
工
（
正
規
・
短
期
）

㈱
エ
ム
ビ
ー
ホ
ー
ム
（
江
東
支
部
）

☎
3
6
3
6
―
4
9
0
8

塗
装
工
（
正
規
）

青
芳
塗
装
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
8
0
―
4
4
3
2
―
8
8
7
8

建
築
事
務
（
正
規
）

㈲
建
創
（
世
田
谷
支
部
）

☎
5
7
2
7
―
3
6
6
6

電
気
工
事
（
正
規
・
請
負
）

㈱
仲
程
電
機
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
7
1
―
5
5
6
0

造
園
（
正
規
）

㈲
板
倉
造
園
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
5
3
8
―
7
2
8
7

サ
ッ
シ
組
立
・
搬
入
（
正
規
）

㈱
ウ
エ
ハ
ラ
ト
ー
ヨ
ー
住
器
（
練
馬
支

部
）

☎
0
4
8
―
4
8
2
―
5
1
1
1

配
管
工
（
正
規
・
請
負
）

㈱
久
留
米
設
備
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
2
1
2
―
5
8
8
2

舗
装
工
、
オ
ペ
、
多
能
工
（
正
規
）

恵
工
業
㈱
（
墨
田
支
部
）

☎
3
6
1
4
―
6
7
2
0

電
気
工
事
（
正
規
・
短
期
）

㈱
寺
本
電
気
Ｕ
Ｃ
（
墨
田
支
部
）

☎
3
6
1
6
―
0
2
8
4

内
装
〈
ク
ロ
ス
・
床
〉
（
正
規
）

㈱
ア
ー
ル
・
ス
リ
ー（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
2
7
4
―
5
2
7
4

鉄
骨
と
び
、
足
場
と
び
（
正
規
）

㈱
熊
坂
組
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
1
2
―
5
2
6
1

大
工
（
正
規
・
請
負
）

㈱
大
谷
工
務
店
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
5
9
―
4
4
3
8

給
排
水
設
備
、
空
調
換
気
、
ダ
ク
ト（
正

規
）

東
京
電
気
総
合
設
備
（
板
橋
支
部
）

☎
6
9
1
2
―
3
3
1
3

足
場
鉄
骨
と
び
（
正
規
）

鵜
飼
工
業
（
荒
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
9
9
―
7
7
9
2

【
作
業
主
任
者
】

足
場
7
月
11
日
〜
12
日
（
木
金
）

練
馬
支
部
会
館
、
1
万
1
千
円

鉄
骨
の
組
立
て
7
月
2
日
〜
3
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
7
月
23
日
〜
24
日
（
火

水
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
7
月

18
日
〜
19
日
（
木
金
）
池
袋
、
1

万
1
千
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
7
月

9
日
〜
10
日
（
火
水
）
池
袋
、
②

7
月
31
日
〜
8
月
1
日
（
水
木
）

池
袋
、
1
万
4
千
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）7
月
11
日（
木
）池
袋
、

8
千
円

足
場
7
月
17
日
（
水
）
池
袋
、
7

千
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
（
墜
落
制
止
用
器

具
）
7
月
31
日
（
水
）
池
袋
、
8

千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
7
月
4
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

石
綿
9
月
3
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
8
月
31
日
〜
9
月
1
日

（
土
日
）
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
昭
島
市
）
、
1
万
6
千

円ア
ー
ク
溶
接
7
月
26
日
〜
28
日

（
金
土
日
）
多
摩
職
業
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
（
昭
島
市
）
、
1
万
9

千
円

【
建
設
機
械
】

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

8
月
9
日
〜
10
日
（
金
土
）
西
多

摩
支
部
会
館
、
1
万
5
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
解
体
機
械
の
運
転
）
8
月
11

日
午
前（
日
）西
多
摩
支
部
会
館
、

1
万
円
、
小
型
車
両
系
（
整
地
）

と
3
日
間
連
続
セ
ッ
ト
割
引
2
万

4
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
8
月
6
日
〜
7
日

（
火
水
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

受
験
準
備
講
座

２２
級級
建建
築築
施施
工工
管管
理理

技技
士士
﹇﹇
学学
科科
・・
実実
地地
﹈﹈

6
月
27
日
〜
10
月
13
日
（
木
曜
夜

と
日
曜
昼
）
、
9
万
円

５
人
に
会
長
感
謝
状
が
贈
呈

職能協会
の総会で

講
師
活
動
が
認
め
ら
れ

後列左から向井さん、川口さん、白倉さん、
前列左から佐久間さん、大村会長、イムさん

42

複
数
の
会
社
で
働
く
場
合
に
注
意

届
が
必
要
に
な
る
場
合
も

大西さん

求

人

求

職

求

人

求

人


